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そのため、いわゆる "Reading Assignment" の習慣も政治学の学部教育においては一般化してい
ない。これは日本の学部教育における受講前の予習という慣行がないことの反映でもあるが、こ
うした事態に至った経緯と原因を明らかにしたうえで、本事象がもつ政治的意義について考察す
る。そのうえでこうした現状を打開するための方策についても議論している。
　岡野は 1980 年代にフェミニズム政治学が興隆した英語圏の政治学研究を問題対象としている。
その領域において 21 世紀に入るとフェミニズムの深化と分化、多様化が進み、フェミニズム政
治学がもっとも注意を向けた公私二元論、政治的領域の境界づけといったテーマは後景化した。
しかし、なおもフェミニスト政治学の関心は「公式の政治を成立させている外部とはなにか」で
あるといえる。本稿では、政治学教育において定着しつつあるフェミニズム理論が、逆に定着す
ることによって、既存の政治学の特徴である公私二元論へと取り込まれてしまっているのではな
いかという問題提起を行なっている。そのうえで、フェミニズム理論が政治学になんらかの貢献
をなすには、どのような批判的視座が必要となるのかについて、ケアの倫理による公私二元論批
判を経由して、ジョアン・トロントの民主主義論を例示しながら検討する。
　石田は戦後日本の国際政治学を「敗戦国の国際政治学」と規定する。そのうえで、日本の外交
においては、歴史的文脈の中で法的に固定された価値配分の現状への対応に苦慮する個人への共
感には事欠かなかったが、特定の選択の帰結を見通そうとする突き放したリアリズムは根付かな
かったとする。また、日本の国際政治学においては教科書は多く刊行されてもリーディングズは
刊行されなかった。なぜなら、そもそも論争がなかったからである。そしてこの論争の不在は、
専門領域ごとの研究者の棲み分けに由来する。この状況は研究の持続的発展を触発するものでは
ない。とはいえ論争がまったくなかった訳ではない。ただしその意味が正確に理解されなければ
学知の蓄積はない。その問題を解明する事例として冷戦期日本の防衛姿勢の「意図せざる結果」
をめぐる議論をとりあげ、検討している。
　本共同研究は現在も進行中であり、　以下の三稿はあくまでも研究の途中報告である。今後の
研究成果についても近日中の刊行を予定している。
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